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まなぶひと 

■ごあいさつ

―東北大学 まなび情報誌「まなぶひと」― 

 大学は学生や研究者のためのもの、と思ってはいませんか？実はそうでもありません。東北大学は、 
さまざまな分野での研究成果や保有する資産・空間を、地域のみなさまと広く共有したいと考えています。 
そこで生まれたのが、この「まなぶひと」。 
東北大学が実施しているさまざまな公開講座、講演会、コンサート、企画展や公開施設など、地域の 

みなさまに広くご参加、ご来場いただきたいイベント情報等をお届けいたします。 
「まなび」を愛するみなさまの「まなぶひととき」にお役立ていただければ、幸いです。 

東北大学 まなび情報誌 

表紙：西澤記念資料室の入る旧半導体研究所 

2



 

 

 

 

■東北大学における主な社会連携事業

社会に活きる東北大学
■暮らしに息づく、身近な東北大学を目指して。

大学の使命はまず、教育・研究を通じて社会に有意な人材を輩出し、最新の研究成果を生み出してい
くことですが、もう一つ、大切な使命があります。それは地域社会との連携です。  
 東北大学は日本を代表する大学であるべきと同時に、東北、宮城、そして仙台に深く根付いた、地域
のみなさまに身近な大学でなければなりません。 
 実践的なフィールドワーク、社会のニーズに応じたテーマの研究、また様々な文化事業などの社会連
携活動を積極的に推進し、地域のみなさまに寄り添い、ご支援をいただけるよう努めていきたいと考え
ています。 
みなさまの暮らしの中でともに歩み続ける東北大学に、どうぞご期待ください。 

公開講座・講演会

•市民のためのサイエンス講座
•東北大学レクチャーシリーズ
•サイエンスカフェ・リベラルアーツサロン

文化事業

•川内萩ホールフォーシーズンズ・プログラム
•かたひらロビーミニコンサート
•歴史的資産の保存・公開 等

出前授業

•減災ポケット「結」プロジェクト
•楽しい理科の話
•サイエンスデイ

地域連携

•中高校生職場体験、学校訪問
•仙台七夕花火祭
•アカデミックツーリズム

コンベンションの推進

•コンベンション誘致に関する窓口の設置
•コンベンション開催、学校等主催行事への供与
•百周年記念会館川内萩ホールの運営

施設公開

•東北大学史料館
•総合学術博物館・理学部自然史標本館
•東北大学植物園
•東北大学附属図書館

ち い き 

社会 
地域・企業 東北大学 

大学への共感・ご支援 

大学の教育・研究成果の還元・共有 

東北大学をもっと身近に。もっとおトクに。萩友会。 
萩友会はどなたでもご入会いただけます。大学を楽しむプレミアムなパスポート、ゲットしませんか？ 

  

しゅうゆうかい 

東北大学萩友会 TEL:022-217-5059 
  しゅうゆうかい  検索 

【会費】プレミアム会員：1,000 円/年 永年会員：50,000円

【特典例】総合学術博物館・植物園入場無料、川内萩ホールフォー
シーズンズ・プログラム割引優待、講演会のご案内など。目印⇒⇒
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て―

 2018 年 10 ⽉、東北⼤学第 17 代総⻑の⻄澤潤⼀⽒がこの世を去りました。
「ミスター半導体」、「光通信の⽗」、そして「戦う研究者」とも呼ばれた⻄
澤⽒の⾜跡は、現在も東北⼤学のそこかしこに残されています。

 「ミスター半導体」のはじまりは、⻄澤⽒が⼤学院３年⽬の 24 歳のとき。
⻄澤⽒は、それまでのＰ層とＮ層の⼆層からなる「ＰＮダイオード」の間に、

「Ⅰ」で表現される、不純物がほとんど⼊っていない真性半導体をはさみ込
んだ「ＰＩＮダイオード」を発明しました。当時では信じられないほどの
⾼い特性をもつ半導体の誕⽣です。
 しかし、ＰＩＮダイオードの研究内容は、当時の⼤家の仮説を否定する実
験結果が含まれいていたため学会では受け⼊れられず、また研究論⽂を学
会誌にも投稿できない不遇の⽇々が続きます。それでも⻄澤⽒は⽇々半導
体素⼦の実験と研究に没頭し続けました。
 そして、後に学⼠院賞を受賞する研究となった、直流送電や⾳響アンプ
などにも使われる静電誘導トランジスタ（ＳＩＴ）の開発や、「光通信の⽗」
たる所以である光通信技術に必要な要素のすべて、即ち、半導体レーザー（電
気を光に変換）、光ファイバー（光を伝送）、ＰＩＮフォトダイオード（光を
電気に変換）の開発を成し遂げます。
 その他、現在信号機や⾞のヘッドライトなどにも多⽤されている⾼輝度
発光ダイオード（ＬＥＤの⾚・⻩・緑）も⻄澤⽒の発明です。

特集：⻄澤記念資料室

⻄澤記念資料室内に展⽰されて
いる実際の研究に使⽤された各
種装置。完全結晶の作製、それ
を⽤いた装置を評価するための
新しい装置など、必要なものを
すべて作り上げていった。室内
では⻄澤⽒が出演したテレビ番
組や著作も閲覧できる。
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⻄澤記念資料室

 しかし、いずれの⼤発明も、⽇本の学会や⼯業界はすぐに正当な評価を与える
ものではありませんでした。欧⽶の技術の模倣と後追いに熱⼼な時代。⽇本⼈が
独創的な研究などできるはずがないと、当時の⽇本⼈⾃⾝が思い込んでいた時代
でもあったのかもしれません。

 そんな⽇々でも⻄澤⽒がただひとつ信じ続けたものは「実験データ」でした。
教科書に書いてあることと違っても、誰に認められなくても、実験データだけは
真実である。不屈の精神で次々と発明を続けた⻄澤⽒の実験装置などは、今も⽒
が所⻑を務めた旧半導体研究所の建物内の「⻄澤記念資料室」に残されています。

クラシック⾳楽や絵画などの芸術にも造詣の深かった⻄澤⽒。パリの国⽴マル
モッタン美術館に展⽰されたモネの 「睡蓮」をみて、絵が上下逆さに展⽰されて
いるのに気付いた話も有名です。そして20世紀最⼤の宗教画家とも呼ばれるジョ
ルジュ・ルオーについてもこう語っています。「ルオーでさえこの苦しみに耐え
たんだ」。それは画壇や親友たちにさえ⾃らの画⾵を酷評され、苦しみ抜いたル
オーへの共感と、⾃らへの奮起の⾔葉でした。

世界最⼤の学会「⽶国電気電⼦学会（ＩＥＥＥ）」により、エジソンより続く
20 世紀の天才として、その名を冠した賞『⻄澤潤⼀メダル』を永久に創設され
た⻄澤⽒。

 数知れない不遇と栄光とを⽣き抜いた⻄澤⽒が⼤切にしたもの、その⾯影は、
このキャンパスの中に、そして我々の⽣活の中に、これからも⽣き続けます。

上：⻄ 澤 ⽒ が 授 与 さ れ た
IEEE Edison Medal。電 気 電
⼦学の分野では世界トップク
ラスの賞とされる。2000 年
に⻄澤⽒が⽇本⼈で初めて授
与 さ れ た。中：2002 年 に
IEEE に よ り 創 設 さ れ た
J.Nishizawa Medal。材 料 科
学、素⼦技術分野で優れた業
績を上げた者に授与される。
下：上記 2 つのメダルのほか、
歴代の成果などを展⽰する電
気通信研究所内展⽰室。

アクセス：仙台市⻘葉区川内 28 東北⼤学川内キャンパス（⼊試センター内）
開館⽇：毎週⽉曜〜⾦曜（⼟、⽇、祝祭⽇は除く）
開館時間：午前 9:00 〜午後 4:00

臨時的に閉館することがありますので、遠⽅からお越しの⽅は、 事前に
以下までお問い合わせください。
東北⼤学 教育・学⽣⽀援部 ⼊試課
TEL：022-795-4804

⻄澤⽒が所⻑を務めた
電気通信研究所内の敷
地にある「光通信発祥
の 地」の 碑。 光 通 信 関
連の業績を讃えて , 元
スタンレー電気社⻑の
⼿島透⽒によって 建て
られた。同様の碑が川
内キャンパスの旧半導
体研究所敷地内にもあ
る。



区分 開催日 イベント名 会 場 時 間 問合わせ先・その他 

MOOC 
【開講中/ 
受付中】 

講座ごと 
東北大学MOOC 

無料オンライン講座 
オンライン
（一部対面学習あり） 

随時 東北大学オープンオンライン
教育開発推進センター  
web申込 

企画展 
【申込不要】 

10/30(火)-
3/3(日) 

国立科学博物館特別展
「明治 150年記念日本を変
えた千の技術博」 

国立科学博物館
（東京・上野公園） 

9:00-17:00 
[休館日] 
月曜(休祝日を除く),
12/28-1/1,1/15,2/12 

国立科学博物館 
TEL:03-5777-8600 
入場料:一般・大学生 1,600円,
小中高生 600円, 
金土曜限定ペア得ナイト券 
2名 1組 2,000 円 

フォトコンテスト
【募集中】

10/31(水)-
1/31(木) 

東北大学 112 周年フォト
コンテスト（秋-冬）「あな
たが世界に紹介したい・自
慢したいもの」

【募集カテゴリ】 
A:東北大学の風景・建物 
B:研究・教育・サークル活動 
C:宮城の自然・暮らし・
伝統・文化・名産品 

広報室フォトコンテスト係  
photo_contest@grp.tohoku.ac.jp 
メール申込
募集要項要確認⇒

企画展 
【申込不要】 

1/15(火)-
2/15(金) 

東北大学キャンパスに
おける遠古の文化～青葉山
遺跡群と芦ノ口遺跡～ 

東北大学史料館 

■片平キャンパス

[平日] 
10:00-17:00 
土日祝休館 
【ギャラリートーク】 
1/17(木) 
12:10/15:00
（約 20分間） 

埋蔵文化財調査室 
TEL:022-217-4995 
無料 

公開講座 
【申込不要】 

1/20(日) 仙台市天文台×理学研究科  
公開サイエンス講座 第 3回 
はやぶさ 2で探る 太陽系と
生命誕生の秘密 

仙台市天文台 
加藤・小坂ホール 
(仙台市青葉区錦ヶ丘
9-29-32) 

14:00-16:00 仙台市天文台 
TEL:022-391-1300 
無料/定員 50名 

公開講座 
【申込不要】 

1/22(火) みやぎ産業振興機構
「産学官金連携フェア 2019
みやぎ」※チラシなし 

仙台国際センター 
展示棟 

10:00-17:00 産学官金連携フェア事務局 
TEL:022-225-6638 
無料 

公開講座 
【募集中】 

1/23(水) ものづくり基礎講座
（第 58回技術セミナー） 
公開講座「基礎からの金属材料」 

兵庫県立工業技術センター
技術交流館２F セミナー室 
（神戸市須磨区行平町 3-1-12） 

13:00-17:30 金属材料研究所附属
産学官広域連携センター（兵庫）  
担当：網谷、五十嵐 
TEL:079-260-7209 
無料/定員 50名/FAX,メール申込 

公開講座 
【申込不要】 

1/25(金) 第 59回 IRIDeS金曜フォーラム
「実務者と研究者の連携による
実践的な防災・復興」 

災害科学国際研究所
１階多目的ホール 
■青葉山キャンパス

16:30-18:30 災害科学国際研究所 広報室  
TEL:022-752-2049 
無料 

公開講座 
【申込不要】 

1/25(金) 第 56回リベラルアーツサロン
「親族・家族関係からみた
日中両社会」 

せんだいメディアテーク 
1 階オープンスクエア 

18:00-19:45 社会連携課社会連携推進室  
TEL:022-217-5132 
無料/1Drink付 
※サイエンスカフェポイント対象

公開講座 
【申込不要】 

1/26(土) 第 4回宮城県摂食障害
治療支援センター市民公開講座
「摂食障害からの回復」 

医学部 6号館 1階 
東北メディカル・
メガバンク機構 講堂
■星陵キャンパス

13:00-14:45 宮城県摂食障害治療支援センター 
TEL:022-717-7328 
無料 

E v e n t  C a l e n d a r

2019.1.15 ～ 2019.3 東北大学関連 イベントカレンダー 
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区分 開催日 イベント名 会 場 時 間 問合わせ先・その他 

公開講座 
【申込不要】 

1/26(土) 第 28回防災文化講演会 気仙沼市役所ワンテン庁舎
（大ホール） 

13:00-16:00 
12:30開場 

災害科学国際研究所 気仙沼分室  
TEL:0226-23-7441 
無料 

公開講座 
【募集中】 

1/27(日) たまきさんサロン サロン講座
「絵本 de生物多様性」 

たまきさんサロン
（環境科学研究科本館 1階） 

■青葉山キャンパス

13:30-15:00 せんだい環境学習館
たまきさんサロン 
TEL:022-214-1233 
無料/抽選 42 名(小学生以下
要保護者同伴)/メール,
はがき,FAX 申込/締切:1/16 

公開講座 
【申込不要】 

1/29(火) 第 9回 東北大学病院 
肝臓病教室「肝機能検査の
数字のみかた」 

東北大学病院 
外来診療棟 1階 
キャンサーボード室
■星陵キャンパス

15:00-16:00 東北大学病院 
肝疾患相談室 
TEL:022-717-7031 
無料 

公開講座 
【募集中】 

1/30(水) ものづくり基礎講座
（第 59回技術セミナー）
『金属の魅力をみなおそう
観察・分析編 第 6回Ｘ線分析』  

クリエイション・コア東大阪
南館３階技術交流室Ａ
（東大阪市荒本北 1-4-1）

14:00-16:10 金属材料研究所附属
産学官広域連携センター 
MOBIOサテライトオフィス担当：三井 
TEL:06-6748-1144 
参加費:1,500円/先着 50名 
FAX,メール申込 

公開講座 
【募集中】 

1/30(水) ぶらりがく「トポロジー
であそぼう」 

理学研究科合同 C棟

2階多目的室(N204) 

■青葉山キャンパス

18:30-20:00 理学研究科・理学部
広報・アウトリーチ支援室 
TEL:022-795-6708 
無料/対象:一般(内容小学 5
年生以上,中学生以下
保護者同伴)/先着 30 名 

公開講座 
【募集中】 

2/2(土) 
※荒天時
2/3(日)

たまきさんサロン サロン講座
「ヨシ原をめぐる生きもの
達とあなたの物語」 

せんだい農業園芸センター  
（若林区荒井字新田 13－1）  

10:00-15:00 
(お昼休み 12:00-13:00) 

仙台市環境局環境共生課 
TEL:022-214-0013 
無料/30名（中学生以上）
※応募多数の場合抽選
メール,TEL申込/締切:1/23

公開講座 
【募集中】 

2/7(木) 東証 IPO セミナー in SENDAI  
Entrepreneur Week 

せんだいメディアテーク  [セミナー]
14:00-17:05
[懇親会]
17:15-18:30

研究推進部産学連携課 
TEL:022-795-5281 
無料/定員 100 名 
web,FAX申込 

その他 
【申込不要】 

2/8(金) 医学系研究科 平成 30 年度
退職教授最終講義 

星陵オーディトリアム講堂 

■星陵キャンパス

10:00-16:40 医学系研究科広報室 
TEL:022-717-7891 
無料 

公開講座 
【募集中】 

2/9(土) 学都仙台コンソーシアム
サテライトキャンパス公開講座
「繰り返す宮城県沖地震を
通して見る仙台の歴史と防災」

仙台市市民活動 
サポートセンター
6 階セミナーホール
(仙台市青葉区一番町 4-1-3)

15:00-16:30 教育・学生支援部 
教務課教育支援係 
TEL:022-795-4933 
無料/FAX,メール申込 
締切:2/1 

公開講座 
【募集中】 

2/13(水) 災害復興新生研究機構
シンポジウム「防災力・減
災力の向上を目指して」

ウエスティンホテル仙台
２階グランドボールルーム

13:00-16:30 
受付 12:30- 

災害復興新生研究機構 
企画推進室 
TEL:022-217-5009 
無料/定員 150 名 
web,FAX申込 

13 

15

19

12

詳細は P10からの詳細情報、同じ番号のチラシをご覧ください。 

11

14 

16 

17

18

20
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区分 開催日 イベント名 会 場 時 間 問合わせ先・その他 

公開講座 
【申込不要】 

2/15(金) 第 161回サイエンスカフェ
「生き物に学ぶ材料開発」 

せんだいメディアテーク 
1 階オープンスクエア 

18:00-19:45 社会連携課社会連携推進室 
TEL:022-217-5132 
無料/1Drink付 
※サイエンスカフェポイント対象

公開講座 
【募集中】 

2/16(土) たまきさんサロン サロン講座
「先人の知恵、和紙を知ろう！
～にこにこ紙漉き体験付き～」 

たまきさんサロン
（環境科学研究科本館 1階） 

■青葉山キャンパス

10:00-12:30 せんだい環境学習館
たまきさんサロン 
TEL:022-214-1233 
参加費:1,000円 
5歳以上の子どもと保護者 15組※抽選
メール,はがき,FAX 申込
締切:2/5

公開講座 
【募集中】 

2/17(日) 情報科学研究科シンポジウム
「『情報科学』から『コミュ
ニケーション』を考える」

情報科学研究科棟 
2階 大講義室 

■青葉山キャンパス

13:00-17:00 
受付 12:30- 

情報科学研究科総務係 
TEL:022-795-5813 
無料 /定員 150 名 
web申込 

公開講座 
【募集中/申込不要】 

2/22(金) ①災害科学国際研究所一般公開
②第 59回 IRIDeS金曜フォーラム
「ティータイムディスカッション
～研究部門交流発表会～」

災害科学国際研究所
１階多目的ホール 

■青葉山キャンパス

①14:10-16:05
②16:30-18:30

災害科学国際研究所 広報室  
TEL:022-752-2049 
無料 
①TEL,メール,FAX.はがき申込

公開講座 
【申込不要】 

2/23(土) 東北アジア研究センター公開講演会
「地球生命の起源と進化：
ヒトの誕生と現在から近未来の課題まで」

東京エレクトロンホール宮城 
601会議室 

14:30-16:00 
14:00開場 

東北アジア研究センター事務室 
TEL:022-795-6009 
無料 

その他 
【申込不要】 

2/28(木), 
3/1(金) 

多元物質科学研究所 
最終講義※チラシなし 

片平さくらホール２階会議室 
■片平キャンパス

13:00-17:10 多元物質科学研究所総務課総務係 
TEL:022-217-5204 
無料 

その他 
【申込不要】 

3/1(金) 薬学研究科 最終講義 薬学研究科大講義室 
■青葉山キャンパス

13:30-15:20 薬学研究科教務係 
TEL:022-795-6803 
無料 

その他 
【申込不要】 

3/8(金) 金属材料研究所 
最終講義 

金属材料研究所 
2号館 1階講堂 
■片平キャンパス

15:00-16:40 金属材料研究所総務課総務係
TEL:022-215-2181 
無料 

公開講座 
【申込不要】 

3/15(金) 第 57回リベラルアーツサロン
「相関関係と因果関係を考
える～入門計量経済学～」 

片平北門会館 2階

エスパス

■片平キャンパス

18:00-19:45 社会連携課社会連携推進室  
TEL:022-217-5132 
無料/1Drink付 
※サイエンスカフェポイント対象

公開講座 
【申込不要】 

3/22(金) 第 162回サイエンスカフェ
「合成化学で機能を創る」 

せんだいメディアテーク 
1 階オープンスクエア 

18:00-19:45 社会連携課社会連携推進室  
TEL:022-217-5132 
無料/1Drink付 
※サイエンスカフェポイント対象

 
萩友会プレミアム会員に
なるとお得がいっぱい！ 

鑑賞券のご提示で 
お得なサービス！ 

※当該記載事項は、1 月 10 日現在の情報です。記載内容等に変更がある場合もあります
ので、詳細については、別添のチラシを参照するか、問い合せ先にご確認ください。

※萩友会のプレミアム会員は、割引価格でチケットを購入、また東北大学の一部施設への
入館・入園料が無料になります。萩友会への加入方法や割引特典等の詳細は、「萩友会」
で検索していただくか、東北大学萩友会（022-217-5059）までお問い合わせください。 

※博物館・植物園の窓口では萩友会会員証をご提示ください。
※開催日が迫っているもので申し込みが必要なものは、すでに募集を締め切っている場合
がありますので、必ず問い合せ先にご確認ください。また、募集期間が過ぎているもの
でも、定員に余裕がある場合は、参加申し込みを受け付ける場合もありますので、問合
せ先にご確認ください。

24

29

30

21

詳細は P10からの詳細情報、同じ番号のチラシをご覧ください。 

22 

23 

25 

26

27

28
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ｐ

東北大学関連 

イベント詳細情報

2019.1.15～ 

各イベントのチラシをほぼ開催日順に掲載しています。 
掲載事項（開催日時、イベント名、会場など）は 

変更になる場合があります。 
詳細は各お問い合せ先にご確認ください。 

9



フォトコンテスト(秋-冬)
東北大学112周年

テーマ：あなたが世界に紹介したい・自慢したいもの
募集期間：2018.10.31 - 2019.1.31

【募集カテゴリ】
カテゴリA：東北大学の風景・建物
カテゴリB：研究・教育・サークル活動
カテゴリC：宮城の自然・暮らし・伝統・文化・名産品
※各カテゴリにお１人様１点まで応募できます。

【賞品】
年間大賞（１点）：商品券 50,000円
年間Web大賞（１点）：商品券 20,000円
入賞（各シーズン数点）：商品券 2,000円
※年間大賞・Web 大賞は年に１回、入賞は各シーズン毎に発表します。

・応募写真はデジタルデータのみ、インターネット経由のみの受付です。
・詳細は、募集要項（http://bit.ly/photocon5）をご覧ください。

東北大学 広報室 フォトコンテスト係　Email : photo_contest@grp.tohoku.ac.jp

史料館展示室

2019 年 1月 15日（火）～２月 15日（金）
月曜日～金曜日 10：00 ～ 17：00（土日祝は休館）

広　

瀬　

川

青葉通
一番町

仙　台

地
下
鉄
南
北
線

地下鉄東
西線

五

橋

裁判所

片平小

中央郵便局

東北大学
片平キャンパス

東北大学正門前

霊屋橋 東北大史料館

JR

仙　

台　

駅

東
二
番
丁
通

河北新報社

中央警察署

五橋中

SS30
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http://irides.tohoku.ac.jp/event/irides-forum.html
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中山 啓子 教授［医学系研究科］

がんは、何から出来てるの？がんは、何から出来てるの？がんは、何から出来てるの？
オープンスクエア

場所：せんだいメ場所：せんだいメディアテークディアテ 1階

10/26金10/26金 第157回
サイエンスカフェ

山本 雅哉 教授［工学研究科］

医療に役立つ
ソフトマテリアル
医療に役立つ
ソフトマテリアル
医療に役立つ
ソフトマテリアル

場所：せんだいメディアテーク1階
オープンスクエア

場所：せんだいメデ

12 /1212 /12 第159回
サイエンスカフェ

藪 浩 准教授［材料科学高等研究所］

生き物に学ぶ材料開発生き物に学ぶ材料開発生き物に学ぶ材料開発
オープンスクエア

場所：せんだいメディア場所：せんだいメディアテーク1階

2 /15金2 /15金

桑原 重文 教授［農学研究科］

合成フェロモンを使って
害虫防除
合成フェロモンを使って
害虫防除
合成フェロモンを使って
害虫防除

場所：東北大学青葉山キャンパス
青葉山コモンズ1階　ラーニング・コモンズ

場所：東北大学青葉山キャンパ

11/16金11/16金 第158回
サイエンスカフェ

柿沼 薫 助教［学際科学フロンティア研究所・環境科学研究科］

モンゴル遊牧民の移動のふしぎ
～人と自然の関係を考える～
モンゴル遊牧民の移動のふしぎ
～人と自然の関係を考える～
モンゴル遊牧民の移動のふしぎ
～人と自然の関係を考える～

オープンスクエア
場所：せんだいメディ場所：せんだいメディアテーク1階

1/11金1/11金22水水 第160回
サイエンスカフェ

瀧宮 和男 教授［理学研究科］

合成化学で機能を創る合成化学で機能を創る合成化学で機能を創る
オープンスクエア

場所：せんだいメ場所：せんだいメディアテークディア 1階

3/22金3/22金

少子高齢化と人口減少社会少子高齢化と人口減少社会少子高齢化と人口減少社会
片平北門会館2階　エスパス

場所：東北大学片平キ場所：東北大学片平キャンパス

11/9金11/9金

福田 亘孝 教授［教育学研究科］

瀬川 昌久 教授［東北アジア研究センター］

親族・家族関係からみた
日中両社会
親族・家族関係からみた
日中両社会
親族・家族関係からみた
日中両社会

オープンスクエア
場所：せんだいメディア場所：せんだいメディアテーク1階

1/25金1/25金

若林 緑 准教授［経済学研究科］

相関関係と因果関係を考える
～入門計量経済学～
相関関係と因果関係を考える
～入門計量経済学～
相関関係と因果関係を考える
～入門計量経済学～

片平北門会館2階　エスパス
場所：東北大学片場所：東北大学片平キャンパス平キャ

3/15金3/15金 第57回
リベラルアーツサロン

東
北
大
学
二
〇
一
八
年
度
後
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

第55回
リベラルアーツサロン

第56回
リベラルアーツサロン

第161回
サイエンスカフェ

第162回
サイエンスカフェ

※開催曜日にご注意ください。

※開催場所にご注意ください。※開催場所にご注意ください。

※開催場所にご注意ください。

各回とも

18：00
19：45

▶

東北大学 総務企画部社会連携課社会連携推進係
022-217-5132 東北大学 サイエンスカフェ

※テーマ・講師等は予告なく変更となる場合があります。
※開催の様子をカメラ等で撮影し、動画や写真を広報等に使用する
場合がありますのでご了承ください。

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
サ
ロ
ン
は

東
北
大
学
が
主
催
す
る

「
学
問
を
も
っ
と
身
近
に
、
も
っ
と
楽
し
く
す
る
」

参
加
型
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

知
の
匠
と
語
り
合
う

贅
沢
な
時
間
。

参加費無料

事前申し込みは
不要です

サイエンスがもっと楽しくなるティータイム
科学者が、科学に関心のある方々と飲み物を片手に気軽に
話し合い、サイエンスの楽しさを知ってもらう場です。

文系らしく会話を楽しむサロン
文系の幅広い分野の中から、身近なテーマ・知識欲をかき立てる
テーマを取り上げ、お茶を飲みながら会話に興じる場です。

仙
台
市
青
葉
区
星
陵
町
二-

一( 

東
北
大
学
星
陵
キ
ャ
ン
パ
ス
内)

浜
松
医
科
大
学
精
神
経
科
講
師
竹
林
淳
和

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
浜
松
医
科
大
学
精
神
経
科
心
理
士
望
月
洋
介

摂
食
障
害
の
当
事
者
２
名

住所 ｜〒980-8574　宮城県仙台市青葉区星陵町 1-1　東北大学病院心療内科
電話 ｜ 022-717-7328（月、水、木、10 時から 17 時まで）
e-mail ｜eds-miyagi@shinryonaika.hosp.tohoku.ac.jp
ホームページ ｜ http://plaza.umin.ac.jp/~edsupportmiyagi/

第
４
回
宮
城
県
摂
食
障
害
治
療
支
援
セ
ン
タ
ー
市
民
公
開
講
座

座
長　

東
北
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
行
動
医
学
分
野
教
授　

東
北
大
学
病
院
心
療
内
科
科
長　

福
土　

審

www.tohoku.ac.jp
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Mail skumagai@irides.tohoku.ac.jp
TEL: 0226-23-7441
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←  
 

第９回 東北大学病院
肝臓病教室のお知らせ

このたび、肝臓の病気をお持ちの患者さんとその
ご家族などを対象に肝臓病教室を開催いたします。
ご興味のある方はどなたでもご気軽にご参加下さい。

日時：22019 年 1 月 29 日（火）

15時 00分～16時 00分

場所：東北大学病院外来 1階 キキャンサーボード室

テーマ「肝機能検査の数字のみかた」
講師：東北大学病院 消化器内科

高井 智 先生

ご参加いただいた方からのご質問にお答えするコーナーや、
お話し合いの機会も設けたいと思います。

問い合わせ先：022-717-7031（肝疾患相談室）

13



近年、世界的に数が減り、

仙台でもカッコウの鳴き声があまり聞こえなくなりました。

昔のようにカッコウの声がひびく

のんびり素敵な仙台になったらいいな、という願いもこめて

カッコウをはじめ、多くの生きものがすむヨシ原を舞台に

生物多様性を学び、守る活動を楽しんでみませんか？

今年度は活動、2年目です！

電話またはEメールで、
❶参加希望回（1・2・3を記載、複数応募可）
❷参加者全員のお名前
※小学生以下は年齢もあわせてお知らせ下さい。

❸連絡先（電話番号・メールアドレス）
※延期の場合などのご連絡が可能な連絡先をお知らせ下さい。
抽選後、当選者に抽選結果をご連絡します。

仙台市 環境局 環境共生課
電　話：022-214-0013
メール：kan007130@city.sendai.jp

※仙台市でイベント保険に加入しますが、なおご不明な場合は
お問合せください。

小鳥たちのにぎやかなラブソングをBGMに、ヨシ原を舞
台として、カッコウをはじめ、そこに棲む生きもの達につい
て学びませんか？

開催日時

対　　象

応募締切

平成30年6月30日（土）
10:00～12:00
※雨天時は7月1日（日）に延期

平成30年6月20日（水）まで

内　　容 夏の生きもののお話と野外観察

どなたでも（小さなお子さまも大歓迎）
※小学3年生以下は要保護者同伴

会　　場 せんだい農業園芸センター
定　　員 30名【応募者多数の場合は抽選】

冬、はるばる海を越えて、たくさんの渡り鳥が仙台にやっ
てきます。寒い冬ならではの、たくましい生きもの達の姿
を学びませんか？

開催日時

対　　象

応募締切

平成30年12月1日（土）
10:00～12:00
※雨天時は12月2日（日）に延期

平成30年11月28日（水）まで

内　　容 冬の生きもののお話と野外観察

どなたでも（小さなお子さまも大歓迎）
※小学3年生以下は要保護者同伴

会　　場 せんだい農業園芸センター
定　　員 30名【応募者多数の場合は抽選】

カッコウが戻ってくるよう願いを込めて、ヨシ原を維持する
ための刈り取りをします。刈り取ったヨシやオギを使ったも
のづくり体験も一緒に。

開催日時

対　　象

平成31年2月2日（土）
10:00～15:00（昼食は各自）
※荒天時は2月3日（日）に延期

応募締切 平成31年1月23日（水）まで

内　　容 ヨシ刈り作業と
ヨシやオギを使った和紙・ミニホウキ作り
※暖かく、作業のできる服装、長靴で。

中学生以上
※鎌を扱います。また刈ったヨシの先も尖って
いるため、作業には十分な注意が必要です。

会　　場 せんだい農業園芸センター
定　　員 30名【応募者多数の場合は抽選】

応募先

応募方法

14



東北大学 大学院情報科学研究科シンポジウム

2月17日2019年 参加無料日 定員150名

高校生から社会人まで、広く一般の方を対象にしたシンポジウムです。

13:00-17:00 12:30 受付開始 会場：東北大学 大学院情報科学研究科棟2階 大講義室
www.is.tohoku.ac.jp/sympo/

特設ウェブサイトで
参加申込受付中！

東北大学 大学院情報科学研究科 総務係 is-somu@grp.tohoku.ac.jp 022-795-5813

会     場：東北大学 大学院情報科学研究科棟2階 大講義室
仙台市地下鉄東西線青葉山駅北1出口より徒歩1分（地下鉄仙台駅から9分）

ウェブサイトのお申し込みフォームに必要事項（氏名、所属、連
絡先）を明記の上、お申し込みください。
会場の都合上、事前登録をお願いします。当日の参加も可
能ですが、席の準備ができない場合はご了承ください。

開場

開会の挨拶

講演1・2

講演3・4

講演5・6

パネルディスカッション

閉会

どうなる？
新しいコミュニケーションの時代

モデレータ

河村 和徳 准教授

「分かち合う」が語源のコミュニケーション。私たち人類は、ときには非言語情報も駆
使しながら、そのための技法を考えてきました。「ヒト」と「キカイ」の対話という新しい
かたちも近年話題になりつつあります。私たちの「情報の分かち合い」は今後どうなる
のか、それに伴い私たちの生活は豊かになるのか、情報科学の研究成果をもとに考えます。

2月17日（日）2019年

たかが「よ」、されど「ね」…
ロボットに空気を読んだ
会話はできるか？
人間と機械のメタコミュニケーション

私たちが日常で使う言語はもちろん、プログラミング言
語といった人工言語にも文法のような一定の構造があります。
形式言語理論と呼ばれる分野では、このような言語の中の構
造＝パターンを数学的に記述し、分類することが一つの
目標です。抽象的な数学を駆使して、言語の構造をいかに
解明するのか、その展望についてお話しします。

講演 1 講演 2 講演 3

伊藤 彰則 教授
（工学研究科）

AIスピーカーやスマホアプリなど、人間と会話できる機械
が実用化されています。生活に入ってきているこれらの機
械は、人間と同じように、私たちにとって話し相手となる
ことができるのでしょうか？ また、そうなるためには何
が必要なのでしょうか？ 人と機械のコミュニケーショ
ンという点から、こうした問題を考えてみたいと思います。

講演 5

きまずくならない告白って？
カード組を用いた秘密計算

水木 敬明 准教授

友達同士の二人がいて、付き合うかどうかを決めたい場
面を考えましょう。秘密計算という暗号技術を使うと、
各々の気持ち（YESかNOか）を秘密にしたまま、交際成立
か不成立かだけを計算することができ、これなら、たとえ
不成立でも気まずくならずに済みます。トランプのようなカー
ド組を使って手軽に秘密計算を行う方法を紹介します。

文末詞にみる日常会話の情報管理

長野 明子 准教授 

日本語の文末に現れる「よ」や「ね」のような文末詞は、それ自
体では無意味な形態素ですが、「いいよ」と「いいね」が違う
ことは母語話者には自明です。普段何気なく使っている文
末詞について内省していくと、言語には、情報構造とか
Common Groundとかいわれる、話し手と聞き手の間の情
報共有に関わるレベルがあることが見えてきます。

講演 6
コミュニケーションだって
ストレスフリー！ 
豊かなコミュニケーションのため
情報通信技術にできること

北形 元 准教授

インターネットをはじめとする情報通信技術の発達は、
我々のコミュニケーションの可能性を広げてきました。その
一方で懸念されるのが、インターネットに依存しすぎる生活で
す。今回は、リアルとサイバーが調和した人間性豊かでスト
レスフリーなコミュニケーションの実現をめざす、さまざま
な取り組みを紹介したいと思います。

浦本 武雄

マンガにはさまざまな間があり、コマとコマの間にある間を埋
めながら、僕たちはマンガを読んでいます。人と人との間
を、文化と文化の間を、そして持て余した時間を埋めてくれる
マンガ。このマンガというメディア（媒介するもの）を通して、
現代の情報通信技術の発展に伴うコミュニケーションの変容を
探ってみます。

講演 4

言語の中に潜むパターンを
記述せよ！
数理の力とその展望

プロジェクト
特任助教

パネルディスカッション

プログラム

12:30

13:00

13:10　14:00

14:10　15:00

15:10　16:00

16:10　17:00

17:00 www.is.tohoku.ac.jp/sympo/

特設ウェブサイトで
参加申込受付中！

参加申込

お問い合わせ

「情報科学」から「コミュニケーション」を考える
東北大学 大学院情報科学研究科シンポジウム

マンガの間から
何が読めるか？
ポップカルチャーを通して見る
コミュニケーションの変容

窪 俊一 准教授

ま

ま ま

人と人、人と機械、さらには機械と機械の間にまでコミュニケーションが広がるいま、
より良いコミュニケーションを実現するため、情報科学には何ができるのか? 6つの視点からアプローチしてみましょう。 
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東北大学東北アジア研究センター 公開講演会
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生 源 化
2019

14：30 ～16：00

会場：東京エレクトロンホール宮城（宮城県民会館）
601 会議室

講師：丸山茂徳 氏
（東京工業大学地球生命研究所 特命教授）

（14：00開場）土2/23 入場無料・ 参加申込不要

（宮城県仙台市青葉区国分町３丁目３-７）

地下鉄：仙台市営地下鉄南北線泉中央方面乗車→ 勾当台公園駅下車→出口「公園2」から
   徒歩 300メートル（所要時間約15分）
バス：仙台市営バス、JR仙台駅西口60番乗り場から、定禅寺通り市役所前経由交通局大　   
   学病院行き乗車→定禅寺通り市役所前下車（所要時間約12分）

会場案内

1949年、徳島県生まれ。1980年名古屋大学理学博士。地質学から地球惑星科学、地球生命史、
生命の起源と進化までを含む超学際研究を行っている。スタンフォード大学客員研究員、東京
大学教養学部助教授、東京工業大学大学院理工学研究科教授等を歴任し、現在は東京工業大学
特命教授。2000年米国科学振興協会（AAAS）フェロー選出、2006年紫綬褒章受章。2014年
日本人で４人目となる米国地質学会名誉フェローに選出。主な著書に「生命と地球の歴史」岩
波新書（1998）、「ココロにのこる科学のおはなし」数研出版（2006）、「火星の生命と大地46億
年」講談社（2008）など。

丸山茂徳（まるやま しげのり） 〔東京工業大学地球生命研究所 特命教授〕

地球生命は、いつ、どこで、どのように誕生したのか？そして、生命の起源と進化を支配した条件はな
にか？さらに、進化の結果誕生した第四の生物「人間」は増加し続け、人類の総人口は 2030 年まで

に 100 億人に達しようとしている。
人間がもたらす功罪とは一体何か、われわれは未来に向かっていかに進むべきかを一緒に考えていきましょう。

������

主催：東北大学東北アジア研究センター

◎問い合わせ：東北大学東北アジア研究センター事務室
後援：一般社団法人 日本地質学会　　東北大学総合学術博物館　　NPO法人 地球年代学ネットワーク

☎ 022-795-6009 asiajimu@cneas.tohoku.ac.jp

IRIDeS

＜アクセス＞
仙台市地下鉄東西線「青葉山」駅 南 1出口
徒歩約 3分。公共交通機関をご利用ください。

http://irides.tohoku.ac.jp/event/irides-forum.html
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平成31年3月8日（金）
15:00～16:40

金属材料研究所　2号館1階講堂
（東北大学片平キャンパス　仙台市青葉区片平2丁目1-1）

15:00 ～
所長挨拶
所長　高梨 弘毅

15:10 ～ 16:40
「40年余りの研究・教育生活を振り返って
～研究の楽しさと教育の難しさ～」　
電子材料物性学研究部門
教授　松岡 隆志

17:15 ～
退職教員を囲むパーティー
（於　2号館1階ラウンジ）

検索金研　平成30年度最終講義

【お問い合わせ先】

東北大学金属材料研究所総務係
TEL：022-215-2181　FAX：022-215-2184
E-mail：imr-som@imr.tohoku.ac.jp

場所

日時

総務
215-2

Datefm
SUNDAY MORNING WAVE 8:25-8:55

UPDATES!

forever green radio 9:30-9:55

J:COM
18:00- 19:00- 22:00- 19:00-
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■ 片平キャンパス
（地下鉄）
五橋駅（仙台市地下鉄南北線）      北 2 口から徒歩約 10 分 
青葉通一番町駅（仙台市地下鉄東西線）  南 1 口から徒歩約 10 分 

（バス） 
仙台市営バス仙台駅前 11 番乗り場から「(東北大学病院前－八木山動物公園駅)八木山動物公園駅行」か「(東
北大学病院前－緑ヶ丘三丁目)緑ヶ丘三丁目行」か「(東北大学病院前－西高校入口)西高校入口行」で約 5 分 
東北大学正門前下車  

■ 川内キャンパス
（地下鉄） 川内駅（仙台市地下鉄東西線） キャンパス直結

国際センター駅（仙台市地下鉄東西線）   西 1 口より徒歩約 5 分 
■ 青葉山キャンパス
（地下鉄） 青葉山駅（仙台市地下鉄東西線） キャンパス直結
■ 星陵キャンパス
（地下鉄）
北四番丁駅（仙台市地下鉄南北線） 北 2 口より徒歩約 15 分 

（バス） 
仙台市営バス仙台駅前 9 番乗り場「北山・子平町循環」 
10 番、15-1,15-2 番乗り場 東北大学病院経由  東北大学病院前 下車 
13 番、14 番のりば 東北大学病院経由か北山トンネル・中山経由か山手町・中山経由 東北大学病院
前下車か歯学部・東北会病院前下車 
60 番乗り場 交通局東北大学病院前行 交通局東北大学病院前下車   いずれも所要時間 20 分 

各キャンパスまでは、下記の地図を参照の上ご来場ください。 

キャンパスマップ

「まなぶひと」のおもな配架場所 
【片平キャンパス】北門会館(エントランス・萩友会ラウンジ)、北門守衛室、エクステンション教育研究棟、本部棟エ
ントランス、史料館 【川内キャンパス】川内萩ホール、附属図書館本館、川内厚生会館 【青葉山キャンパス】総合
学術博物館、工学部購買部 【星陵キャンパス】東北大学病院 【その他】国際センター駅、せんだいメディアテー
クフリーペーパーコーナー、仙台市市民活動サポートセンター、市民センター（一部）

【片平】 

【川内】 

【青葉山】 

【星陵】 
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